
▶昭和40年に播磨町を
襲った台風23号の爪跡　
（当時の広報の記事を
　P31に紹介しています）

情
報
収
集
の
手
段
を
複
数
確

保
し
ま
し
ょ
う

　

予
報
技
術
の
発
達
し
た
現
在

は
、
台
風
の
勢
力
や
予
測
さ
れ
る

経
路
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

適
切
な
事
前
対
策
が
で
き
る
よ

う
、
積
極
的
な
情
報
収
集
を
心
が

け
る
と
共
に
、
複
数
の
情
報
収
集

手
段
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

大
雨
、
強
風
へ
の
備
え
を
万
全
に

○
浸
水
し
て
し
ま
っ
て
困
る
も
の

は
、
2
階
以
上
へ
置
い
て
お
き

ま
し
ょ
う

○
窓
や
雨
戸
を
補
強
し
た
り
、
側

溝
や
排
水
溝
は
掃
除
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

○
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は

固
定
し
た
り
、
家
の
中
に
し
ま

い
ま
し
ょ
う

大
雨
、
強
風
の
中
で
の
作
業
は
大

変
危
険
で
す
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
「
播
磨
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

○
避
難
所
を
確
認
し
、
実
際
に
避

難
所
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う

○
家
族
が
ば
ら
ば
ら
の
時
の
連
絡

方
法
や
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
非
常
持
ち
出
し
品
を
確
認
し
た

り
、
置
き
場
所
や
、
持
っ
て
出

る
人
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
に
備
え
て

▼
問
合
せ　

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ　
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成
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年
度
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ょ
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災
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ー
ダ
ー
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講
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募
集

〜
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
〜

兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）

▼
問
合
せ　

（
公
財
）
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基
金
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台
風
は
、
9
月
以
降
に
な
る
と
南
海
上
か
ら
放
物
線
を
描
く
よ
う
に
日
本
付
近
を
通
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
室
戸
台
風
、
伊
勢
湾
台
風
な
ど
過
去
に
日
本
に
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
の
多
く
は
こ
の
経
路
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨
、
強
風
や
高
潮
、
台
風
に
刺
激
さ
れ
た
前
線
に
よ
る
大
雨

な
ど
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
、
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
に
備
え
、
ご
家

庭
の
防
災
対
策
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　台風から変わった温帯低気圧は、ときには台風よりもひどい被
害を引き起こすことがあります。
　日ごろの「低気圧」と「温帯低気圧」と、「台風」の違いをご存
じでしょうか。
　普段ニュースで低気圧と呼ばれるものは温帯低気圧のことで

す。南北に、気温など性質の違った空気のかたまりがぶつかったところにでき、前線を伴います。
　しかし台風は、暖かく湿った空気だけでできています。台風が過ぎたあと、まるでハワイかどこかの
ようにカラっと暑くなることがありますが、これは台風が熱帯の空気を運んできたからです。
　すると、台風から変わった温帯低気圧というのは、熱帯の気温の高い空気と、わたしたちの暮らす温
帯の気温の低い空気とがぶつかり合うことになります。つまり、日ごろの低気圧よりも気温差が大きい
のです。特に寒冷前線が通過するときは、激しい雨が降ることはもちろん、突風・落雷・ひょう、ひど
くなると竜巻が発生する可能性もあります。
　ニュースで台風の温帯低気圧に変わったと聞いても決して油断せず、引き続き、大雨への備えだけで
もしておいてくださいね。そのためにもせめて毎日、新聞の天気図で低気圧と前線の位置だけでも確認
する習慣を付けて欲しいと思います。
※このコラムは、気象予報士の吉田さん（播磨町在住）に執筆いただいています。

▼
対
象
災
害　

異
常
な
自
然
現
象

に
よ
り
生
じ
る
、
あ
ら
ゆ
る
自
然

災
害
（
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪

水
、
高
潮
、
地
震
、
津
波
、
噴
火

な
ど
）

▼
共
済
負
担
金　

年
額
5
千
円
/

戸※
加
入
初
年
度
は
月
額
500
円
（
上

限
5
千
円
）

▼
共
済
給
付
金　

住
宅
が
半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
た
場
合
、
次
の

金
額
を
給
付

▽
再
建
・
購
入
…
600
万
円

▽
補
修
…
全
壊
200
万
円
、
大
規
模

半
壊
100
万
円
、
半
壊
50
万
円　

▽
再
建
・
購
入
・
補
修
を
し
な
い

場
合
…
10
万
円

　

防
災
や
危
機
管
理
に
関
す
る
知

識
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
あ
な
た

の
地
域
や
職
場
の
安
全
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
本
講
座
で
は
、
東
南

海
・
南
海
地
震
対
策
な
ど
の
大
規

模
な
災
害
に
備
え
、
よ
り
実
践
的

な
防
災
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

●
受
講
修
了
後
は

　

知
事
名
の
「
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ

ー
ダ
ー
」
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
居
住
地
ま
た
は
勤
務

地
の
県
民
局
、
市
町
に
修
了
者
名

簿
を
送
付
し
、
活
動
機
会
を
提
供

し
ま
す

▼
場
所　

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
（
三
木
市
志
染
町
）

▼
受
講
対
象　

自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
民
間
企
業
防
災
責
任
者
な
ど

地
域
・
職
場
の
防
災
の
担
い
手
や

そ
れ
を
目
指
す
方
で
兵
庫
県
内
在

住
ま
た
は
在
勤
の
方

▼
定
員　

120
人　

申
込
者
が
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
活
動
暦
、
居

住
地
域
な
ど
を
考
慮
し
て
決
定
し

ま
す
。
受
講
決
定
に
つ
い
て
は
、

9
月
25
日
㈪
頃
に
郵
便
で
ご
連
絡

し
ま
す

▼
締
切
日　

9
月
19
日
㈬
必
着

▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
な
ど
に

一
部
実
費
負
担
あ
り
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

所
定
の
申

込
書
を
郵
送
、
F
A
X
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー 

防
災
教
育
担
当　
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ー
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koikibosai@
pref.hyogo.lg.jp

区分 給付金被害認定負担金

住宅所有者 年額　5,000円 半壊以上 最高　600万円

マンション
共用部分※1 年額　2,400円 半壊以上 最高　300万円

家財※2 年額　1,500円 床上浸水以上 最高　 50万円

▼制度概要

※1　負担金・給付金とも住戸数を掛けた額となります。
※2　住宅所有者加入と同時加入の場合、負担金を500円割り引きます。

10:30～12:00 13:00～14:30 14:50～16:20
▼日程と内容

9月29日
(土)

巨大地震・巨大
津波などの自然
災害にどう向き
合えばよいのか

県の防災、地域
防災について

班別討議、ワー
クショップ

10月13日
(土)

災害医療の現場
から

災害情報、災害
報道について

土砂災害・地盤
災害などの発生
メカニズム・対応

10月20日
(土)

被災者の生活再
建と支援制度

天気を読み解く 防災体験学習

11月3日
(土)

行政の災害対応
事例と教訓

ゲーミング手法を活用した防災・
減災ワークショップショップ

11月17日
(土)

災害対応の組織
論

減災の知恵　阪神から東日本へ
（ワークショップ含む）

12月1日
(土)

東日本大震災を
踏まえた災害時
要援護者対策

リスクコミュニ
ケーションと災
害情報（講義）

リスクコミュニ
ケーションと災
害情報（ワーク
ショップ）

12月8日
(土)

実践的な地震防災訓練の進め方ＤＩＧ

12月15日
(土)

東日本大震災の
復旧と復興の現
状と課題

原子力災害時こ
の今後の見通し
について

災害発生時の心
理と行動

1月17日
(木)

防災実践訓練
（１．１７のつどいなどの地域防災訓練参加）

2月2日
(土)

自然災害と都市
防災

東南海・南海地
震対策

東日本大震災から
見えてきたこと

2月16日
(土)

想定を超える災害
にどう備えるか

減災の知恵　阪神から東日本へ
（ワークショップ含む）

3月9日
(土)

東南海・南海地震
対策地震及び津波
発生のメカニズム

地域防災リーダ
ーに期待するこ
と

防災士試験

1月12日
(土)

東日本大震災で被
災した地域への継
続的な支援の必要
性について

地域防災の実践活動とその課題
（リーダーＯＢや実践活動家との
パネルディスカッション）

台風の温帯低気圧化
コラム

※講師の都合により日程などが変更になることがあります。
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